
（別紙３）

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 29名 （回答者数） 22名

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 9名 （回答者数） 9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
子ども、保護者からの意見を聞く場面を設けながら、より希

望に沿ったプログラムを提案していく。

2
今後保護者の方との連携もさらなる強化を目指し、支援の質

向上に努めます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 スケジュールの調整・活動の空間の検討を行う。

2 長期休み等に保護者会の機会を設けいていく。

3
神奈川県や平塚市のホームページ等を確認しながら情報が提

供できるように努める。

○事業所名 放課後等デイサービス　あおぞら

○保護者評価実施期間
令和7年3月3日

○保護者評価有効回答数

令和7年3月3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年4月14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

家族に向けた支援・情報提供等があまり行われていない。 家族に向けた情報等のキャッチする場面が少ない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

環境整備が難しい。
体調不良者の静養・学習・クールダウン等場面の切り替えが出

来る箇所が少ない。

保護者同士での交流の機会が少ないこと。 なかなか保護者を対象にして呼び入れる機会が少ない。

多様なプログラムを計画しており、色々な活動に参加すること

が出来る。

プログラムが固定化しないよう意見を出し合いながら調整して

います。

スタッフ間での情報共有を行い、児童についてはしっかりと把

握したうえで支援を行うことが出来ている。

毎日のミーティングでは活動内容・児童の様子について共有を

行い意見検討の場も設けています。

事業所における自己評価総括表公表


